
２００９年０３月０１日より

オーダリングシステムの運用を開始します。

患者様の待ち時間を少しでも短縮する事と、診療業務の安全性と安心・効率化を図るため
発生源入力によるオーダリングシステムを導入し、現在準備作業を進めています。

オーダリングシステムでは
医師が外来や病棟で診療を行う際、内服薬や注射の処方・血液の検査や内視鏡検査・放射線
検査等の各種検査・処置等に関する「指示(オーダー)」をパソコンに入力していきます。

関係する各部門（各検査室・薬局・医事・看護等）に、必要な指示内容や情報を伝えるシス
テムとなっており、各部門では診察時に出された「指示(オーダー)」は直ちに確認する事が
可能となります。

また 「指示(オーダー)」に基づいて実施した内容は、医事会計システムと連動しており、、
患者様の会計がスムースに行う事が可能となります。

○ オーダリングシステムの導入後も、受付方法や予約方法
等については従来通りです。

○ 診察・検査及び投薬等で来院の際には、
診察券(磁気カード)を必ずお持ち下さい。

、 、 。現在 ０３月０１日のオーダリング開始に向け 院内の全職員が勉強と練習を行っています

しかし、職員の不慣れな所もあり、患者様には開始当初は何かとご迷惑をお掛けする事が
あるかと思います。

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

院長 深尾 俊一
2009.01.29


